








要旨 

 後方視的に当院 NICU 収容児についてその収容状況、死亡率について検討した。 

 NICU 収容児のうち最近では院内出生児の占める率が増し、超未熟児の収容数が増してい

る。超未熟児の死亡率は減少傾向にあるが、院内出生児の死亡率は院外出生児より高い。

これは母体搬送例が増えるとともに、搬送のタイミングが必ずしも適切な例ばかりではな

いことによっているものと思われる。今後、極小未熟児や仮死出生が予測されるハイリス

ク妊娠では、適切な時期における搬送が児の後遺症なき生存により一層重要となろう。こ

れには医師、妊婦と家族の総ての合意のもとで児にとって予後が最もよくなる方策が何か

を理解することが必要である。 


